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第１回 気候変動を踏まえた徳島県海岸保全施設技術検討会
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 「気候変動を踏まえた治水計画のあり方提言R2.7」では、 RCPシナリオのうち RCP2.6（2℃上昇相当）を前提に海岸
保全の方針や計画に反映し整備等を推進することとされた。

 更に、RCP8.5（4℃上昇相当）も考慮し、技術開発、社会全体での取り組み体制を構築することとされた。
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 「気候変動を踏まえた海岸保全のあり方」提言（令和2年7月）を踏まえ、令和2年11月に海岸保全基本方針改定。
 新たな海岸保全基本方針や技術基準を踏まえ、今後、各都道府県において海岸保全基本計画を見直しが進む。

○海岸保全基本方針（令和２年１１月２０日 農林水産省・国土交通省 告示第１号）（抜粋）

一 海岸の保全に関する基本的な指針
２ 海岸の保全に関する基本的な事項
（１） 海岸の防護に関する基本的な事項

・・・各々の海岸において、気象、海象、地形等の自然条件及び過去の災害発 生の状況を分析す

るとともに、気候変動の影響による外力の長期変化量を適切に推算し、背後地の人口・資産の集積
状況や土地利用の状況等を勘案して、所要の安全を適切に確保する防護水準を定める。・・・

高潮からの防護を対象とする海岸にあっては、過去の台風等により発生した高潮の記録に基づく
既往の最高潮位又は記録や将来予測に基づき適切に推算した潮位に、記録や将来予測に基づき適
切に推算した波浪の影響を加え、これらに対して防護することを目標とする。・・・
津波、高潮対策については、施設の整備だけでなく、適切な避難のための迅速な情報伝達、地域

と協力した防災体制の整備や避難地の確保、土地利用との調整、都市計画等のまちづくりと連携を
行うなど、ハード面の対策とソフト面の対策を組み合わせた総合的な対策を行うよう努める。・・・

３ 海岸保全施設の整備に関する基本的な事項
（１） 海岸保全施設の新設又は改良に関する基本的な事項
① 安全な海岸の整備

・・・また、大規模地震の発生に伴う津波による災害への懸念も大きい。さらに、今後は、気候変動
の影響による平均海面水位の上昇などの外力の長期変化にも対応していく必要がある。
・・・ 整備に当たっては、堤防や消波工に沖合施設や砂浜等も組み合わせることにより、 防護のみ

ならず環境や利用の面からも優れた面的防護方式による整備を推進する。
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